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№
１
２
３
１

（
二
〇
一
七
年
一
月
一
日
号
）
か
ら

№
１
２
５
４
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
一
五
日
）
ま
で

№
１
２
３
１

（
二
〇
一
七
年
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

貧
困
も
格
差
も
な
い
社
会
へ

原

野
人

今
日
の
根
本
問
題
と
解
決
へ
の
道

『
資
本
論
』
第
一
巻
発
刊
１
５
０
年
を
迎
え
て

中
澤

秀
行

―
向
坂
逸
郎
著
『
資
本
論
入
門
』
と
向
坂
逸
郎
訳
『
資
本
論
』
記
念
版

―

要
員
が
足
り
な
い
！

職
場
点
検
を
強
め
、
要
員
増
を

国
労
上
野
反
合
研

―
長
時
間
労
働
の
是
正
、
要
員
増
に
向
け
た
闘
い
を
つ
く
る
た
め
に
―

ト
ラ
ン
プ
・
バ
ブ
ル

―
は
じ
け
る
の
は
い
つ
？
―

編
集
部

『
旬
刊

社
会
通
信
』
発
刊
の
こ
ろ

滝
野

忠

―
社
会
通
信
の
三
十
九
年
③
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
３
２

（
二
〇
一
七
年
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

二
〇
一
七

年
頭
所
感

渋
谷

澄
夫

東
電
は
解
体
す
べ
き

楽
農
楽
読
通
信

二
〇
一
七
年
新
年
号

相
田

邦
夫

「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
国
家
再
編

中
村

平
治

―
「
自
民
党
憲
法
草
案
・
前
文
」
か
ら
―

『
賃
金
論
』
を
め
ぐ
る
私
の
意
見

山
下

俊
幸

◇
資
料
と
解
説
◇

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
賃
銀
制
度
』

編
集
部

『
旬
刊

社
会
通
信
』
発
刊
の
こ
ろ

滝
野

忠

―
社
会
通
信
の
四
十
年
（
四
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
３
３

（
二
〇
一
七
年
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

岩
波
文
庫

年
と
日
本
の
文
化

伊
勢

太
郎

90

社
会
主
義
に
こ
そ
未
来
が
あ
る

鈴
木

賢
二

―
『
資
本
論
』
研
究
会
が
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
思
う
こ
と
―

『
共
産
党
宣
言
』
と
現
代
資
本
主
義

編
集
部

―
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
こ
と
―

春
闘
の
変
質
と
再
生
へ
の
途
（
上
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
３
４

（
二
〇
一
七
年
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

自
殺
の
電
話
相
談
急
増

原
発
事
故
被
害
者

相
双
の
会

こ
れ
が
６
年
目
の
現
実
で
す

あ
れ
か
ら
６
年
が
た
っ
て

原

野
人

―
福
島
事
故
原
発
の
現
況
と
展
望
―

私
た
ち
は
勝
利
す
る
。
そ
れ
は
勝
つ
ま
で
や
め
な
い
か
ら

稲
村

守

―
「
高
浜
原
発
う
ご
か
す
な
！

関
電
本
店
包
囲
全
国
集
会
」
―

厳
寒
の
中
で
の
熱
気
と
〝
音
海
の
大
ダ
コ
〟

◇
資
料
と
解
説
◇

再
稼
働
は
拒
否

対
話
は
重
視

米
山
知
事
・
東
電
ト
ッ
プ
初
会
談

『
賃
労
働
と
資
本
』
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
前
書
き
」
を
読
む

中
澤

秀
行

経
済
学
批
判
と
し
て
の
『
資
本
論
』
（
上
）

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
３
５

（
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
保
護
貿
易
」
か
「
自
由
貿
易
」
か

小
林

晃

―
現
代
も
資
本
主
義
で
あ
る
、
こ
と
を
忘
れ
ま
い
（
二
）
―

経
済
学
批
判
と
し
て
の
『
資
本
論
』（
中
）

『
賃
労
働
と
資
本
』
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
前
書
き
」
を
読
む

中
澤

秀
行

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て
―

「
産
業
報
国
」
春
闘

―
春
闘
の
変
節
と
再
生
へ
の
道
（
下
）
―

『
通
信
』
発
刊

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
３
６

（
二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

私
の
『
資
本
論
』
挑
戦
記

山
下

俊
幸

経
済
学
批
判
と
し
て
の
『
資
本
論
』（
下
）

賃
金
制
度
と
い
う
搾
取
制
度

中
澤

秀
行

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て
―

鉄
路
切
り
捨
て
反
対
で
、
オ
ー
ル
北
海
道
を

佐
野

周
二

―
「
国
鉄
分
割
民
営
化
を
問
う
」
十
勝
集
会
報
告
―

上
場
め
ざ
し
線
路
切
り
捨
て

―
「
国
鉄
分
割
民
営
化
と
日
本
の
政
治
と
労
働
運
動
」（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
３
７

（
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

春
闘
へ
の
総
括
視
点

滝
野

忠

17

時
空
を
自
在
に
乗
り
越
え
る
観
念

原

野
人

―
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
（
Ｂ
Ｉ
）
に
つ
い
て
―

こ
の
社
会
と
闘
う
組
織
づ
く
り

山
下

俊
幸

―
市
原
芳
樹
さ
ん
に
学
び
た
い
―

階
級
的
労
働
運
動
を
つ
ぶ
す

―
国
鉄
分
割
民
営
化
の
本
質
―

高
浜
原
発
運
転
停
止
の
大
津
地
裁
決
定
を
守
り
切
る
！

―
原
発
の
な
い
社
会
へ
二
〇
一
七
び
わ
こ
集
会
―

迫
力
そ
し
て
説
得
力

松
里

福
慈

―
『
社
会
通
信
』
№
一
二
三
六
号
を
読
ん
で
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
３
８

（
二
〇
一
七
年
四
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

国
家
と
国
益
に
つ
い
て

原

野
人

―
独
占
資
本
の
支
配
を
忘
れ
る
な
―

戻
る
先
は
戻
れ
な
い

だ
か
ら
苦
し
い

原
発
事
故
被
害
者
相
双
の
会

―
原
発
爆
発
か
ら
六
年
―
楢
葉
か
ら
い
わ
き
に
避
難
―

不
当
決
定
！

民
意
に
逆
行

稲
村

守

―
３
・

高
浜
原
発
再
稼
働
容
認
の
大
阪
高
裁
抗
告
審
に
市
民
の
怒
り
―

28

政
治
家
の
発
言
・
資
質
・
姿
勢

金
平

博

国
家
的
詐
欺
行
為
の
「
介
護
保
険
」
改
悪

宮
本

嘉
峰

―
全
国
一
律
の
制
度
か
ら
市
区
町
村
へ
の
移
行
―

歴
史
の
転
換
点
―
戦
後
七
十
年
と
、
コ
レ
カ
ラ
（
上
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
３
９

（
二
〇
一
七
年
五
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

独
占
資
本
の
主
張
に
屈
し
て
は
い
な
い
か

原

野
人

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
②

「
資
本
主
義
の
未
来
」

小
林

晃

―
現
代
も
資
本
主
義
で
あ
る
、
こ
と
を
忘
れ
ま
い
（
三
）
―

◇
私
の
意
見
◇

現
代
資
本
主
義
を
ど
う
見
る
の
か

山
下

俊
幸

―
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
は
破
綻
し
た
の
か
―

『
経
済
学
批
判
』
以
前
の
『
共
産
党
宣
言
』
と
『
哲
学
の
貧
困
』

中
澤

秀
行

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
４
０
（
二
〇
一
七
年
五
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

小
中
教
育
労
働
者
の
労
働

伊
勢

太
郎

学
年･

学
級
は｢

経
営
」
そ
れ
と
も｢

運
営
」

加
藤
晋
介
さ
ん
の
迫
力
と
勘
違
い

原

野
人

―
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
③
―

こ
れ
で
い
い
の
か
―
介
護
保
険
「
改
正
」

宮
本

嘉
峰

―
国
家
的｢

詐
欺
」
行
為
の
内
容
―

『
経
済
学
批
判
』
以
前
の
『
共
産
党
宣
言
』
と
『
哲
学
の
貧
困
』

中
澤

秀
行

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）
―

４
・

高
浜
原
発
う
ご
か
す
な
！

関
電
包
囲
全
国
集
会

稲
村

守

27
―
７
０
０
人
の
参
加
で
再
稼
働
阻
止
へ
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
４
１
（
二
〇
一
七
年
六
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

大
杉
栄
…
、
共
謀
罪

稲
葉

耕
一

権
力
は
怖
ろ
し
い

資
料

日
本
労
働
弁
護
団
幹
事
長

棗
一
郎

労
働
運
動
を
破
壊
す
る
「
共
謀
罪
」
反
対
す
る
声
明

山
田
則
雄
さ
ん
を
訪
ね
る

滝
野

忠

―
『
奥
の
細
道
』
の
旅
―

経
済
学
批
判
』
以
前
の
『
共
産
党
宣
言
』
と
『
哲
学
の
貧
困
』

中
澤

秀
行

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て

（
三
）
―

高
浜
原
発
動
か
す
な
！

反
原
発

高
浜
・
福
井

リ
レ
ー

デ
モ

怒
り
の
声
が
内
浦
湾
に
響
く

稲
村

守

滋
賀
県
知
事
・
大
津
市
長
は
反
対
を
明
言

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
４
２
（
二
〇
一
七
年
六
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

ト
ラ
ン
プ
と
三
つ
の
戦
争

伊
勢

太
郎

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
今

「
共
謀
罪
」
法
、
戦
争
法
に
反
対

佐
野

周
二

―
十
勝
集
会
（
５
月

日
）
に
六
百
人
―

20

『
経
済
学
批
判
』
以
前
の
『
共
産
党
宣
言
』
と
『
哲
学
の
貧
困
』

中
澤

秀
行

―
労
働
と
労
働
力
を
め
ぐ
っ
て
（
四
）
―

高
齢
者
の
人
権
を
抹
殺
し
た
介
護
保
険
改
悪

宮
本

嘉
峰

―
ま
だ
ま
だ
続
く
、
保
険
料
値
上
げ
と
費
用
抑
制
の
改
悪
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
４
３
（
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

金
よ
り
い
の
ち

未
来
を
残
そ
う

稲
村

守

６
・
６
高
浜
原
発
再
稼
働
反
対
現
地
闘
争

労
働
戦
線
再
編
成
と
労
働
運
動

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
一
）
―

現
代
資
本
主
義
論
の
混
迷

小
林

晃

―
現
代
も
資
本
主
義
で
あ
る
、
こ
と
を
忘
れ
ま
い
（
四
）
―

加
藤
晋
介
さ
ん
に
何
を
期
待
す
る
か

原

野
人

―
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
④
―

向
坂
先
生
と
宇
野
弘
蔵
さ
ん

滝
野

忠

―
『
資
本
論
』
百
五
十
年
『
資
本
論
』
の
読
み
方
（
一
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
４
４
（
二
〇
一
七
年
七
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

自
治
体
議
員
を
つ
く
る
こ
と
か
ら

伊
勢

太
郎

都
議
選
結
果
と
政
治
の
再
生

春
闘
の
歴
史
と
労
働
運
動

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
二
）
―

『
資
本
論
』
の
読
み
方

滝
野

忠

―
向
坂
先
生
と
宇
野
弘
蔵
さ
ん
（
二
）
―

生
活
保
護
制
度
へ
の
対
処
は

原

野
人

―
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
つ
い
て
⑤
―

◇
京
セ
ラ
株
主
総
会
の
報
告
◇

稲
村

守

京
都
市
美
術
館
命
名
権
問
題
で
追
及
し
賛
同
者
も

Ｊ
Ａ
Ｌ
１
６
５
名
不
当
解
雇
撤
回
で
京
セ
ラ
も
再
出
発
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
４
５
（
二
〇
一
七
年
八
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
視
覚

道
北
（
旭
川
―
音
威
子
府
）
へ
の
旅

―
資
本
主
義
社
会
と
地
方
―

資
本
の
労
務
政
策
―

長
期
的
戦
略
と
緻
密
で
具
体
的
な
計
画
・
実
行

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
三
）
―

宇
野
さ
ん
の
思
想
は
社
会
主
義
を
空
想
に
す
る

滝
野

忠

―
向
坂
先
生
と
宇
野
弘
蔵
さ
ん
（
三
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
４
６
（
二
〇
一
七
年
八
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
Ｂ
Ｉ
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
）

小
林

晃

―
現
代
も
資
本
主
義
で
あ
る
、
こ
と
を
忘
れ
ま
い
（
五
）
―

日
本
の
労
働
者
と
雇
用

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
四
）
―

朝
日
新
聞
の
「
天
声
人
語
」
で
紹
介
さ
れ
た
『
資
本
論
』

中
澤

秀
行

―
マ
ル
ク
ス
の
推
奨
し
た
『
資
本
論
』
の
読
み
方
―

介
護
現
場
の
声
を
自
治
体
要
請
へ

宮
本

嘉
峰

―
公
的
介
護
保
障
制
度
実
現
に
む
け
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
４
７
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
号
）

〈
特
集
〉
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
（

）
の
何
が
問
題
か

原

野
人

BI

◇
巻
頭
言
◇

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
に
手
を
貸
す
恐
れ
は
な
い
か

(1)

『
中
期
政
策
補
強
案
の
討
議
の
た
め
に
（
８
月
初
旬
案
）』
を
読
ん
で

時
空
を
自
在
に
乗
り
超
え
る
観
念

(2)
独
占
資
本
の
主
張
に
屈
し
て
は
い
な
い
か

(3)
加
藤
晋
介
さ
ん
の
迫
力
と
勘
違
い

(4)
加
藤
晋
介
さ
ん
に
何
を
期
待
す
る
か

(5)
生
活
保
護
制
度
へ
の
対
処
は

(6)編
集
後
記

№
１
２
４
８
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

岩
井
さ
ん
と
向
坂
先
生

滝
野

忠

岩
井
章
氏
没
二
〇
年
の
お
墓
参
り

岩
井
章
さ
ん
没
後
２
０
年
の
お
墓
参
り

蓑
輪

泰
臣

―
「
弥
次
喜
多
道
中
」
卒
業
―

お
い
お
い
、
ど
こ
へ
行
く
ん
だ

小
林

久
美
子

戦
争
は
二
度
と
し
な
い

松
野

菊
美

岩
井
章
著
『
ひ
と
す
じ
の
道

年
』

市
川

友
也

50

小
さ
な
火
を
全
国
に

山
浦

隆
芳

『
資
本
論
』
猛
勉
強
の
中
で

山
下

俊
幸

国
労
闘
争
団
激
励
ツ
ア
ー

滝
野

嘉
津
子

競
争
社
会
で
な
く
協
力
社
会

佐
野

周
二

―
「
反
核
平
和
・
９
条
改
悪
許
さ
な
い
」
新
得
集
会
―

大
飯
原
発
う
ご
か
す
な
！

稲
村

守

―

・

（
日
）

関
電
包
囲
全
国
集
会
―

10

15
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№
１
２
４
９
（
二
〇
一
七
年
十
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
者
と
『
資
本
論
』

滝
野

忠

『
資
本
論
』
百
五
十
年

向
坂
著
『
入
門
』
読
了

『
中
期
政
策
』
の
「
補
強
案
」
と
い
う
名
の
「
改
悪
案
」

原

野
人

―
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
『
党
内
討
議
資
料
』
―

日
本
労
働
者
の
賃
金
と
労
働
時
間

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
五
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
０
（
二
〇
一
七
年
十
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
搾
取
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

森

勉

国
労
上
野
反
合
研

『
資
本
論
入
門
』
学
習
会

統
一
と
団
結
を
守
り
、
社
会
主
義
政
党
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に

山
下

俊
幸

―
私
の
意
見
―

◇
資
料
◇

本
部
方
針
「
中
期
政
策
の
補
強
討
議
案
」
の
撤
回
と
、

下
部
討
議
の
即
時
中
止
を
求
め
る
意
見
書

「
働
き
方
」
改
悪
は
貧
困
を
拡
大

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
六
）
―

原
点
に
も
ど
り
社
保
改
悪
の
反
対
運
動
を

宮
本

嘉
峰

―
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
貧
困
を
拡
大
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
１
（
二
〇
一
七
年
十
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

『
共
産
党
宣
言
』
発
刊
百
七
十
年
―
『
宣
言
』
を
読
も
う

滝
野

忠

ソ
連
と
キ
ュ
ー
バ

ロ
シ
ア
革
命
１
０
０
年
に
学
ぶ

原

野
人

―
反
動
の
時
代
か
ら
社
会
主
義
再
生
の
時
代
へ
―

人
に
志
あ
り

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
一
）

中
澤

秀
行

―
す
べ
て
は
疑
い
う
る
と
い
う
こ
と
―

生
活

そ
し
て

社
会
福
祉

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
七
）
―

編
集
部
だ
よ
り

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
５
２
（
二
〇
一
七
年
十
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
反
対

杉
森

弘
之

牛
久
市
議

杉
森

ひ
ろ
ゆ
き
氏
の
一
般
質
問

生
活

社
会
福
祉

貧
富
の
差
拡
大

山
下

俊
幸

―
現
代
「
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
」（
八
）
―

人
に
志
あ
り

高
校
生
マ
ル
ク
ス
の
作
文

中
澤

秀
行

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
二
）

向
坂
先
生
『
自
治
体
労
働
者
に
寄
す
』
を
読
も
う

原

野
人

―
自
治
体
労
働
者
が
混
迷
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
―

大
飯
原
発
う
ご
か
す
な
！

関
電
包
囲
全
国
集
会

稲
村

守

―
豪
雨
・
総
選
挙
中

大
阪
本
店
前
に
市
民
の
怒
り
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
３
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
働
き
方
」
は
労
働
日
を
め
ぐ
る
闘
争

滝
野

忠

『
資
本
論
』
第
八
章
労
働
日
を
読
も
う

「
補
強
討
議
案
」
撤
回
を

山
下

俊
幸

―
千
葉
県
本
部
大
会
報
告
―

理
科
教
育
・
事
終
わ
り

籔

芳
郎

―
地
域
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
知
と
は
何
か
を
問
い
続
け
て
（
一
）
―

人
に
志
あ
り

青
年
マ
ル
ク
ス
の
志
と
、
神
・
宗
教

中
澤

秀
行

マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
三
）

「
改
憲
を
迎
え
撃
つ
」
必
読
の
書

原

野
人

矢
田
部
理･

新
社
会
党
初
代
委
員
長
、
『
い
つ
も
全
力
。
こ
ん
な
議
員
が
国
会
に
い
た
』

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
５
４
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

消
え
て
し
ま
っ
た
独
占
資
本

原

野
人

科
学
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
空
想
の
世
界
へ

Ｂ
Ｉ
へ
の
私
の
意
見

滝
野

忠

理
科
教
育
・
事
終
わ
り

籔

芳
郎

―
「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
た
め
の
か
じ
取
り
に
必
要
な
現
状
認
識
（
二
）
―

人
に
志
あ
り

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
つ
い
て
」

中
澤

秀
行

―
マ
ル
ク
ス
の
志
、
そ
の
追
求
の
軌
跡
を
追
う
（
四
）
―


